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連　
載

2009年にリリースされた「鐵の道」を手にする
いすみ鉄道鳥塚社長（右、当時）と筆者

渡邉麗氏による席上揮毫（2019年）

現在開催中の座・高円寺での渡邉麗展（2022.11.8 ～ 12.4）

「人類の崖」（左）と
「人間と自然の融合を未来へ」（右）

―
― 

何
も
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に
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ら
わ
れ
ず
に
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た
い

佐
藤
建
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代
表
理
事
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法
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座
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チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㊹回

渡
邉 

麗 

氏
（
現
代
書
家
、
誠
心
社
会
長
）

▼
出
逢
い

い
ま
か
ら
13
年
も
前
に
な

る
が
、
２
０
０
９
年
の
11

月
、
筆
者
は
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

を
応
援
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、

千
葉
県
の
い
す
み
鉄
道
の
応

援
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
の

受
託
事
業
で
、
「
房
総
横
断

鉄
道
沿
線
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
環
境
整
備
」
と
し
て
活

動
し
た
。
そ
の
一
環
で
、
い

す
み
鉄
道
の
沿
線
の
始
発
駅

の
一
つ
大
原
駅
の
近
く
に
あ

る
木
戸
泉
酒
造
か
ら
、
地
元

米
に
よ
る
純
米
酒
「
い
す
み

鉄
道
応
援
酒 

鐵
の
道
」
を

商
品
開
発
し
た
。
そ
の
「
鐵

の
道
」
と
い
う
銘
柄
名
を
揮

毫
し
て
頂
い
た
の
が
、
今
回

紹
介
す
る
書
道
家
の
渡
邉
麗

氏
で
あ
る
。

渡
邉
氏
と
は
日
本
機
械
学

会
で
の
講
演
を
さ
れ
た
縁

で
、
趣
旨
を
説
明
し
、
請
け

て
頂
い
た
。
完
成
し
た
ラ
ベ

ル
は
、
現
代
書
家
・
渡
邉
氏

の
書
風
に
溢
れ
た
勢
い
の
あ

る
書
体
と
配
置
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
「
鐵
の
道
」
は
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
イ
ベ

ン
ト
の
当
日
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
、
地
元
紙
の
「
千
葉
日

報
」
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
渡
邉
氏
と
は
、

都
美
術
館
と
上
野
の
森
美
術

館
で
の
展
覧
会
、
山
形
市
の

國
井
誠
海
記
念
館
訪
問
な
ど

で
、
筆
者
を
〝
書
の
道
〟
へ

導
い
て
く
れ
る
切
っ
掛
け
と

も
な
っ
た
。

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

渡
邉
氏
は
、「
現
代
書
の

パ
イ
オ
ニ
ア
」
と
称
さ
れ
た

國
井
誠
海
（
１
９
１
７
～
２

０
０
９
年
）
の
長
女
と
し
て

ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
・
キ
ン
ス
キ

ー
宮
殿
ス
タ
ー
ブ
ル
新
展
示

ホ
ー
ル

２
０
１
２
年

産
経
国
際
書
会　

北
京
展
出

品２
０
１
３
年

「
煌
く
日
本
の
現
代
書
巨
匠

展
」
出
品
／
チ
ェ
コ
・
プ
ラ

ハ 

キ
ン
ス
キ

ー
宮
殿
ス
タ
ー

ブ
ル
新
展
示
ホ

ー
ル

２
０
１
５
年

「
煌
く
日
本
の

現
代
書
巨
匠

展
」
出
品
／
チ

ェ

コ
・

プ

ラ

ハ
・
キ
ン
ス
キ

ー
宮
殿
ス
タ
ー

ブ
ル
新
展
示
ホ

ー
ル

「
米
国
書
道
研

究
会
五
十
周
年

ま
た
、
地
元
で
の

貢
献
と
し
て
特
筆
で

き
る
の
は
、
２
０
１

０
年
か
ら
は
、
座
・

高
円
寺
を
会
場
と
し

て
、
毎
年
、
個
展
を

開
催
し
て
き
て
い

る
。
今
年
は
、
13
回

目
を
迎
え
た
（
後

述
）。

「
書
家
・
渡
邉
麗

の
世
界 

祈
り
の
軌

跡
」（
横
浜
若
葉
町

ウ
ォ
ー
フ
）
２
０
２

０
年
12
月
15
日
～
12

月
22
日
も
開
催
さ
れ

た
。こ

れ
ら
の
貢
献
が

あ
り
受
賞
歴
も
多

の
一
つ
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
答
え
の

見
つ
け
方
に
も
通

じ
る
。
そ
の
取
り

組
み
に
は
も
は
や

過
現
未
の
時
間
は

な
い
の
で
あ
り
、

そ
の
と
き
存
在
す

る
そ
の
人
の
心
の

中
に
あ
り
、
墨
と

筆
と
紙
、
そ
し
て

書
き
手
に
宿
る
瞬

間
の
生
命
力
に
あ

る
。
そ
れ
は
、
渡

邉
氏
が
い
う
「
人

間
と
自
然
の
融
合

を
未
来
へ
」
の
書

は
、
私
た
ち
が
生

き
る
前
提
で
あ

記
念
展
」 

出
品
／
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
日
米
文
化
会
館

２
０
１
７
年

「
煌
く
日
本
の
現
代
書
巨
匠

展
」
出
品　

作
品
収
蔵
／
イ

タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
Ｍ
Ａ
Ｏ
美

術
館

２
０
１
８
年

「
日
韓
中
書
芸
術
２
０
１
８

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」
出
品　

韓
国
ソ
ウ
ル
市
仁
寺
洞
韓
国

美
術
館

▼
国
内
で
の
書
道
活
動

国
内
で
の
活
動
は
件
数
が

多
く
、
詳
し
く
は
列
記
で
き

な
い
が
、
展
覧
会
へ
の
出

展
、
あ
る
い
は
審
査
員
と
し

て
の
貢
献
が
多
い
。
こ
れ

は
、
一
度
参
加
出
品
、
あ
る

い
は
依
頼
さ
れ
る
と
継
続
し

た
係
わ
り
を
も
つ
と
い
う
同

氏
の
特
質
と
賞
賛
の
結
果
に

よ
る
。
た
と
え
ば
、「
誠
心

社
現
代
書
展
」
毎
年
出
品
は

勿
論
で
あ
る
が
、
産
経
新
聞

社
の
主
催
す
る
「
産
経
国
際

書
展
」
も
、
１
９
８
４
年
の

第
1
回
か
ら
今
年
２
０
２
２

年
の
第
39
回
ま
で
連
続
し
て

出
品
、
審
査
員
も
さ
れ
て
い

る
。１

９
８
５
年
か
ら
は
、
東

京
南
青
山
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア

メ
リ
ア
企
画
で
の
個
展
を
皮

切
り
に
、
１
９
９
５
年
ま
で

７
回
開
催
し
、
作
品
集
「
渡

邉
麗
」
も
制
作
さ
れ
た
。
ま

た
、
２
０
１
０
年
６
月
１
日

～ 

６
月
21
日
ま
で
の
第
３

回
古
河
市
「
許
我
篆
書
展
」

に
出
品
は
、
第
15
回
に
当
た

る
今
年
ま
で
、
連
続
し
て
15

回
の
出
展
を
行
っ
て
い
る
。

第
51
回 

富
士
市
展
（
静
岡

県
）
書
道
の
部 

審
査
員
を

行
っ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
か
ら
は
継
続

し
て
東
京
フ
ラ
ン
ス
学
園
に

て
書
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開

催
、
生
徒
達
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
・
特
別
指
導
（
４

月
）
を
開
催
し
て
い
る
。

い
。
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ザ
ー
ル

展
、
ボ
ザ
ー
ル
賞
、
誠
墨
会

賞
（
１
９
８
４
年
）、
新
聞

社
賞
、
誠
心
社
賞
（
１
９
９

０
年
）、
第
36
回
産
経
国
際

書
展 

最
高
賞
「
高
円
宮

賞
」（
２
０
１
９
年
）。
ま
た

海
外
に
も
収
蔵
掲
示
さ
れ
て

い
る
。
タ
イ
（
タ
イ
国
立
シ

ラ
バ
コ
ー
ン
大
学
） 

中
国 

北
京
市
博
物
館
、
韓
国 

芸

術
殿
堂
（
１
９
９
７
年
）、

西
安
大
慈
恩
寺
（
２
０
１
３

年
）、
チ
ェ
コ 

プ
ラ
ハ
国
立

美
術
館
（
２
０
１
１
年
）、

イ
タ
リ
ア 

ト
リ
ノ
Ｍ
Ａ
Ｏ

美
術
館
（
２
０
１
７
年
）
な

ど
他
多
数
。
国
内
で
は
、
伊

勢
神
宮
、
安
芸
書
道
美
術
館

（
四
国
、
１
９
９
８
年
）、
茨

城
県
古
河
市
立
篆
刻
美
術
館

（
２
０
０
８
～
２
０
２
２

年
）、
高
野
山
総
本
山
（
２

０
１
５
年
）
他
多
数
。

▼
「
ど
う
書
く
か
よ
り

　
何
を
書
く
か
」

今
年
の
座
・
高
円
寺
で
の

個
展
が
、
ち
ょ
う
ど
今
開
催

さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
11
月

８
日
に
伺
っ
た
。
地
下
２
階

の
展
示
室
の
対
面
す
る
壁
の

２
面
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

左
側
の
壁
全
面
に
は
、
大

書
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

「
樹
は
根
に
拠
っ
て
立
つ
。

さ
れ
ど
根
は
目
に
は
見
え

ず
」
と
、
冒
頭
に
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
後
は
、
麗
自
身

の
育
っ
た
環
境
を
自
然
摂
理

に
重
ね
て
書
に
向
か
う
姿
勢

に
見
立
て
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
師
で
あ
る
父
を
生
家
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
に
見
立
て
、
そ

の
樹
と
根
の
関
係
性
を
、
自

然
の
摂
理
と
し
て
見
立
て
、

根
は
見
え
な
い
が
大
樹
に
す

る
基
で
あ
る
と
し
て
、
か
つ

師
の
存
在
を
大
樹
そ
の
も
の

と
し
て
見
立
て
、
永
遠
に
現

在
の
こ
こ
に
あ
り
過
現
未
と

い
う
時
間
を
超
え
た
存
在
と

し
て
、
生
き
る
教
え
と
し

て
、
樹
と
根
の
関
係
を
序
で

表
現
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
現
代
書
の
精
神

で
あ
る
「
ど
う
書
く
か
よ
り

何
を
書
く
か
」
答
え
と
し
て

る
。
そ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
別

の
表
現
で
も
あ
る
。
こ
の
言

葉
と
書
は
、
会
場
右
側
の
壁

に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
時
に
次
の
四
つ
の
書
も

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
人
類
の
壁
」

「
こ
と
ば
を
つ
な
ぐ
扉
の
ひ

と
つ
と
な
る
」

「
永
遠
」

「
躍
進
」

こ
れ
ら
は
、
渡
邉
氏
が
、

日
常
の
中
で
探
求
し
書
き
留

め
て
き
た
記
憶
で
あ
り
人
生

史
の
一
コ
マ
で
も
あ
る
。
生

き
る
た
め
の
課
題
で
も
解
決

の
た
め
の
指
針
や
目
標
で
も

あ
る
。

▼
〝
誠
の
心
で
生
き
る
〟

さ
ら
に
希
望
を
光
芒
と
す

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
必
要
で
あ

る
。
同
氏
が
高
野
山
の
開
創

１
２
０
０
年
記
念
の
奉
納
の

書
と
し
て
綴
っ
た
の
は
「
光

る
雲
海
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、〝
光
り
輝
く
海
〟
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
現
実
に

存
在
す
る
課
題
を
解
決
す
る

が
た
め
の
魂
や
情
熱
も
必
要

と
な
る
。
自
詠
の
書
「
激
し

い
希
望
の
炎
と
な
る
」
は
そ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
も
い
え

る
。
現
実
の
世
の
中
は
、
人

間
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
に
よ
っ

て
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
包

含
す
れ
ば
、「
人
類
の
雲

海
」
と
な
る
。
そ
の
解
決
の

た
め
に
、
師
で
あ
る
父
が
遺

し
て
く
れ
た
の
は
、
自
身
名

前
で
あ
る
「
誠
」
と
し
て
の

「
海
」、
「
誠
海
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
、
娘
で
あ
り
、

弟
子
で
あ
り
、
ま
た
同
門
の

弟
子
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
で

は
な
く
、
日
々
を
生
き
る

人
々
に
向
け
ら
れ
た
言
葉
で

あ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ

た
。

◆
誠
心
社
Ｈ
Ｐ

http://www.seishin-

sha.co.jp/

１
９
４
８
年
に
山
形
市
に
誕

生
し
た
。
同
年
、
父
・
誠
海

が
、
同
年
に
東
京
に
誠
墨
会

を
設
立
し
た
（
後
に
父
の
門

人
結
社
と
し
て
「
誠
心
社
」

が
成
立
し
た
）
の
で
、
一
家

も
引
っ
越
し
た
。
麗
は
、
六

歳
よ
り
父
・
國
井
誠
海
に
書

を
習
い
始
め
て
い
る
。

日
本
大
学
芸
術
学
部
文
芸

学
科
を
１
９
７
０
年
に
卒
業

後
、
父
・
誠
海
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
個
展
へ
同
行
、
約

一
カ
月
現
地
に
滞
在
。
帰
国

後
、
大
学
の
推
薦
に
よ
り
紀

伊
国
屋
書
店
社
長
・
田
辺
茂

一
氏
発
行
の
文
壇
誌
「
風

景
」
編
集
室
勤
務
。
１
９
７

３
年
結
婚
、
渡
邉
姓
と
な

る
。
銅
版
書
・
ブ
ロ
ン
ズ
プ

レ
ー
ト
書
、
和
紙
照
明
書
、

立
体
書
な
ど
新
し
い
独
自
の

現
代
書
創
作
活
動
を
展
開
し

て
き
た
。

２
０
０
８
年
誠
海
の
後
を

継
ぎ
「
誠
心
社
」
代
表
就

任
、
２
０
１
６
年
会
長
就

任
。
以
来
、「
誠
心
社
現
代

書
展
」
を
毎
年
開
催
し
、
書

道
教
室
を
運
営
し
、
ま
た
山

形
市
に
あ
る
國
井
誠
海
記
念

館
の
運
営
等
に
従
事
し
て
い

る
。
２
０
２
２
年
で
書
業
68

年
と
な
っ
た
。
こ
の
間
、
２

０
１
９
年 

第
36
回
産
経
国

際
書
展
・
最
高
賞
「
高
円
宮

賞
」
を
受
賞
し
た
。

現
在
、
誠
心
社
・
会
長
、

産
経
国
際
書
会
・
理
事
長
代

行
、
杉
並
書
道
人
協
会
・
理

事
、
文
化
庁
管
轄
公
益
信
託

「
國
井
誠
海
書
奨
励
基
金
」

運
営
委
員
、
選
考
委
員
な
ど

で
活
躍
し
て
い
る
。

▼
海
外
で
の
書
道
の
普
及

渡
邉
氏
は
、
前
述
の
よ
う

に
公
的
な
活
動
が
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
始
ま
っ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
以
降
も
国
内

ば
か
り
か
海
外
で
の
活
動
が

多
い
。
こ
れ
ま
で
、
30
回
以

上
の
渡
航
歴
が
あ
り
、
次
の

よ
う
な
展
覧
会
等
を
開
催

し
、
日
本
の
書
道
の
普
及
に

努
め
て
い
る
。

１
９
８
１
～
２
０
０
６
年

海
外
展 

東
洋
書
人
連
合 

現

代
書
展

（
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ

コ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
中
国
、
韓

国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
他
）
計

25
回
参
加
。

１
９
９
７
年

韓
国 

芸
術
殿
堂
主
催
展 

招

待
出
品
。

２
０
０
１
年

個
展 

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ル
テ
ジ
ャ
ポ

ー
ネ
（
協
賛

：

協
和
貿
易 

後
援

：

産
経
新
聞
社 

書
道

研
究
誠
心
社　

主
催

：

麗

の
会
、
ア
ト
リ
エ
麗
）

２
０
０
５
年

「
米
国
書
道
研
究
会
記
念

展
」
出
品　

／
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
日
米
文
化
会
館

２
０
０
６
年

「
台
湾
国
際
現
代
書
芸
展
」 

招
待
出
品

２
０
１
０
年

「
米
国
書
道
研
究
会
記
念
展
」 

出
品　

／
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日

米
文
化
会
館

２
０
１
１
年

「
煌
く
日
本
の
現
代
書
巨
匠

展
」
出
品　

作
品
収
蔵
／
チ


